


手続きの流れ

農林漁業者、農業生産法人、農協、地方公共団体等の皆様へ

太陽光パネルの設置を補助します！

経営コストの削減！低炭素社会の実現！を目指しましょう。

・20kWの太陽光パネル設置で、年間45万円以上の電気料金が節約できます。
（牛50頭規模の畜舎）

・パネル構造が簡単で維持管理が容易です。（耐用年数２０年以上）

・断熱効果で冷暖房費の軽減も期待できます。

お問い合わせ先
(1)農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課
担当：松尾、上條 TEL：03-3502-8458 FAX:03-3502-8274
(2)農林水産省農村振興局農村整備官
担当：前田、谷口 TEL：03-6744-2209 FAX:03-3501-8358

建物の屋根等を活用！ 緊急対策として国が直接支援！

お日様の力
を使って、コ
ストダウンで
きないかな。 市町村(都道府県)が地域

活性化計画を策定

(1)地域資源利用型産業創出
緊急対策事業

・農林漁業者､農業生産法人､農協、
地方公共団体等

・補助率：１／２、１／３

（２）農山漁村活性化プロジェクト
支援交付金

・地方公共団体､農協､土地改良区等

・補助率：１／２等
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太陽光パネルを設置

カントリーエレベータ

畜舎

集落排水施設

保冷倉庫

注：農林水産業に関連する施設が対象となります。

作成日：平成21年5月1日

経済危機対策



先進的なバイオマス利活用施設整備を補助します！
※ 運転経費は全額国が負担します。

地域に眠るﾊﾞｲｵﾏｽ資源を有効活用し、エネルギーを地産地消しましょう！

事業対象
地域の未利用バイオマスの活用を促進しようとする
民間事業者及び地方公共団体

※事業要件
・技術の実証を必要とする先進的な取組みであること
・原料供給から製品・エネルギー利用までの地域の体制が整備されること

手続きの流れ

お問い合わせ先
農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課
担当：松尾、上條 TEL：03-3502-8458 FAX:03-3502-8274

地域の未利用バイオマスを活用！

緊急対策として国が直接整備します！

地域のバイオマ
ス資源を使って町
づくりしたいな。
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○地域資源利用型産業創出
緊急対策事業

・民間事業者、地方公共団体等
・補助率：施設整備費２／３、１／２

運転経費１０／１０

稲わら、
もみ殻

間伐材

先進的なバイオマス
利活用施設を整備

電力・燃料を地産地消！

経済危機対策

作成日：平成21年5月1日



バイオマス実証実験ベンチプラントの設置

【５５０百万円】

対策のポイント

食料供給と両立できる持続可能なバイオ燃料の生産を推進するためには、

第２世代バイオ燃料の技術開発の加速化が必要です。

このため、実証試験を行うためのプラントを導入して技術開発を加速し、

第２世代バイオ燃料の早期の実用化を目指します。

（バイオ燃料とは）

とは、 のことです。バイオ燃料 バイオマスを原料として製造される自動車等の燃料

（第２世代バイオ燃料とは）

食料の安定供給に悪影響のない、間伐材や稲わら等を原料とするバイオ燃料です。

第２世代バイオ燃料の研究開発を推進することが洞爺湖サミットのＧ８首脳声明に盛り込ま

れています。

政策目標

（100円／Lを目指す）○ 国産バイオエタノールの生産コストを半分以下に削減

＜内容＞

バイオ燃料低コスト生産技術の実用化に向けた技術開発の加速化

第２世代バイオ燃料である間伐材や稲わら等を原料としたエタノールを製造するた

めの糖化、発酵、蒸留等の各工程の要素技術（研究成果として得られた候補技術）を組

、 、み合わせて 一貫システムとして実証試験を行うベンチプラントを導入することにより

現在「地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発」において取り組んでいる、第２

世代バイオ燃料の技術開発を加速化します。

（事業実施主体：民間団体等）

［担当課：農林水産技術会議事務局研究開発官（環境 （ ］） ）０３－３５０２－０５３６（直）
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